
会  議  録  

会 議 の 名 称 平成３０年度第１回行田市市民公益活動推進委員会  

開 催 日 時 平成３０年７月１０日（火）開会 15 時 00 分・閉会 16 時 30 分  

開 催 場 所 行田市商工センター４０１研修室  

出 席 者 氏 名 

生沢弘幸  山口尚美  小池佐栄子  羽鳥優治  金原二郎  串田隆義  

松井秀二郎  小河原宏之  駒見行彦  智田輝史  澤田春雄  田尻要  

大谷春彦  守裕平  黒澤典弘  岡戸修平（代理：永沼直人）  

［オブザーバー：小林宏光・小巻陽介］          ※敬称略                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

欠 席 者 氏 名 石橋和夫  今村武蔵  加藤智宏             ※敬称略  

事 務 局 地域づくり支援課：岡戸課長、内沼主査、西尾主任及び市民活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ職員１名 

会 議 内 容 

１  委嘱状交付  

２  委員長挨拶  

３  議  事   ⑴市民活動やる気応援助成金の審査について  

⑵市民活動サポートセンターの活用について  

⑶市民公益活動推進基本計画の推進について  

⑷その他  

会 議 資 料 

⑴資料１ -１  行田市市民活動やる気応援助成金事業提案書（スタート応援事業） 

⑵資料１ -２  スタート応援事業審査、評価基準表  

⑶資料２ -１  行田市市民活動やる気応援助成金事業提案書（新たな取組応援事業） 

⑷資料２ -２  新たな取組応援事業審査、評価基準表  

⑸資料３    行田市市民活動やる気応援助成金交付要綱  

⑹資料４    市民公益活動推進基本計画  推進体制（案）  

その他必要事項 傍聴人１名  



 発  言  者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

 

司  会  

 

 

 

 

 

 

委 員 長  

 

司  会  

 

 

事 務 局  

提 案 者  

議 長  

澤 田 委 員  

 

 

提 案 者  

 

 

 

議 長  

 

 

 

議 長  

事 務 局  

○  開  会  

・開会を宣言  

・会議成立の旨の報告（過半数の委員の出席による）  

・傍聴者数の報告   など  

１  委嘱状交付  

・行政機関選出委員の人事異動に伴う後任者への委嘱及び任命  

・省内人事異動に伴うオブザーバー交代の報告及び自己紹介  

２  委員長挨拶  

 ・あいさつ  

３  議  事  

 ・要綱の規定により、会議の議長を委員長が務める旨の説明  

⑴市民活動やる気応援助成金の審査について  

 ○スタート応援事業（ＮＰＯ法人行田市民大学活動センター）  

 ・審査の方法について説明  

・資料１ -１に基づき提案説明（プレゼンテーション）  

・何か質問等あるか。  

・「事業詳細計画書」の内容について、もう少し詳しく説明してほ

しい。特に「子ども大学の支援」「子ども大学学園祭」など、ど

のようなことをどのように実施されているのか伺いたい。  

・「子どもまつり」では、竹馬作りや子ども料理教室のようなこと

をやっている。  

・「子ども大学」では、ものつくり大学の先生に来てもらい、大工

用品の製作などを行っている。  

・提案者は日頃から熱心に活動されている団体であり、今回このよ

うな形で提案をいただいたわけである。  

・他に質問等なければ、審査に入りたい。提案者は退室願う。  

（提案者退室）  

・スタート応援事業の審査方法について、事務局から説明願う。  

・資料１ -２に基づき説明  



議 長  

 

 

 

 

 

事 務 局  

 

議 長  

 

提 案 者  

議 長  

澤 田 委 員  

 

提 案 者  

 

 

 

生 沢 委 員  

 

 

 

 

 

提 案 者  

 

生 沢 委 員  

 

提 案 者  

 

・黒枠の中にＡＢＣＤＥいずれかを記入していただければ、点数の

換算や集計は事務局が行う。  

・ちなみに、全てＢ以上の評価で点数が 16 点以上となり、採択と

なる。  

・記入が終わったら事務局が回収に伺うので、挙手願いたい。  

（回収・集計）  

・ＮＰＯ法人行田市民大学活動センターの提案については、委員の

平均評価点が 20 点満点中 17.5 点となったことを報告する。  

・これにより「採択」という結果となった。  

○新たな取組応援事業（ＮＰＯ法人わわわ工房）  

・資料２ -１に基づき提案説明（プレゼンテーション）  

・何か質問等あるか。  

・「事業詳細計画書」では竹灯篭の数が 500 個と記載されているが、

只今の説明では 800 個とあった。どちらが本当なのか。  

・計画書を作成した際は 500 個を目標に考えていたところ、準備を

進めていく中で既に作り終えてしまった。  

・「これはまだいける」ということで、 800 個に上方修正して製作

を進めているものである。  

・事業の対象者について「若者」と書いてある箇所もあれば「子ど

も」「ファミリー」などと書かれている箇所もあり、幅があるよ

うに見える。  

・私の感覚からすれば、曖昧というか幅が広すぎるというか、焦点

が絞れていないというか、そういう印象を受けるのだが、実際に

はどの年代を主眼としているのか。  

・一番のターゲットは「子連れの親子」である。子どもと親が一緒

に来ることを想定し、そこに主眼を置いている。  

・子どもというのは、幼児すなわち幼稚園の子どもなのか、小学校

低学年なのか、或いは中学生なのか。大体どの辺りか。  

・親と一緒に来ることを考えると、小学校低学年くらいまでの子ど

もとなる。  



駒 見 委 員  
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提 案 者  

 

 

 

 

 

 

・「事業計画書」中「地域のニーズ・課題」として３点挙げられて

いる。  

・「若い世代が行田にあまり関心がない」「子どもが安心して遊べる

ところがない」「休日に子どもと一緒に遊べるところがない」な

どと書かれているが、その調査はどのように行われたのか。  

・遊ぶ場所は公園では駄目なのか。その辺りのニーズがいまいち読

めなかったので、教えていただきたい。  

・一昨年から色々と事業を実施してきた中で、そうした世代の方々

と関わることが多く、彼女達の声を直接聞いていることがまず一

つである。  

・また、具体的な数字で参考にしているものとして、市が数年ごと

に実施している「市民意識調査」がある。  

・そのデータから見ると、特に若い世代からの興味・関心が少ない

という実態が窺えることから、このような点を課題として挙げさ

せていただいた。  

・そうすると、やはり先ほど生沢委員の言われたターゲットという

部分が気になってくるところだ。  

・家族や子連れを主眼としているということだが、この計画書に頻

繁に登場する「お洒落」という言葉が、何をもってそのように言

っているのか、いまいち分からなかった。  

・また、この事業の成功の基準、つまり「お客さんに何を持って帰

ってもらえたら成功」と考えるのか、その辺りをお聞かせいただ

きたい。  

・まずは「お洒落」について「誰にとってのお洒落」か、世代ごと

にその意味合いも違ってくると思うが、我々の中では、小学生く

らいの子どもを持つ親世代、特にお母さん方にとってのお洒落を

基準に考えている。  

・その方々の話を聞くと、たとえば行田には普段食べに行けるよう

な（お洒落な）お店がなかったり、子どもを連れて遊びに行ける

ような（お洒落な）場所がなかったりと、そういった声が多いの
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で、彼女らの目線でお洒落なものをたくさん集めるイベントにし

たいと考えている。  

・「成功の基準」については、今回のイベント単体で考えれば「来

場者数」や「満足度」など、その辺りの指数になってくるだろう。 

・そうではなく、長期的な視点で考えれば、このイベントに参加し

てくれた人が、今後、地域のイベントにどれだけ出てきてくれる

か、地域の活動にどれだけ主体的に関わってくれるか、というと

ころが重要になってくると思うし、我々としては後者までを展望

している。  

・初めて開催するイベントということで頑張っていただきたいが、

若干気掛かりなのは「七夕」という冠である。  

・七夕と掲げながらも、実際にはひと月過ぎてしまうので、可能で

あれば名称を変えることなども検討していただければと思う。  

・他に何かあるか。  

・先ほどのＮＰＯ行田市民大学活動センターは、比較的お年を召し

た方を対象としているところ、こちらは子育て中の若い母親がタ

ーゲットということで、今の話を聞く限り、とても楽しそうなイ

ベントだと思う。  

・自分は大賛成のイベントだが、会場が駐車場ということなので、

暑さ対策のようなものは考慮しているのか。是非とも成功に向け

て頑張っていただきたいと思う。  

・暑さ対策については、会場内で司会が呼び掛けを行うのと、開催

時間が夕方からということも一つの暑さ対策になるのかな、と考

えるところだ。  

・また、託児やおむつ換えの場所などに関しては、みらい及びＶＩ

ＶＡぎょうだを利用していただけるよう、呼び掛けを行う予定で

ある。  

・他に何もなければ、以上で質疑応答を終え、審査に入らせていた

だく。提案者は退室願う。結果については後日、事務局から通知

させていただく。  
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（提案者退室）  

・新たな取組応援事業の審査方法について、事務局から説明願う。 

・資料２ -２に基づき説明  

・黒枠の中にＡＢＣＤＥいずれかを記入していただければ、点数の

換算や集計は事務局が行う。  

・ちなみに、全てＢ以上の評価で点数が 24 点以上となり、採択と

なる。  

・記入が終わったら事務局が回収に伺うので、挙手願いたい。  

（回収・集計）  

・ＮＰＯ法人わわわ工房の提案については、委員の平均評価点が

30 点満点中 24.5 点となったことを報告する。  

・ギリギリという形にはなったが「採択」という結果となった。  

・審査結果については、委員長である私から市長へ報告し、正式な

採択通知は市長から提案者に対し為されることになる。  

・以上で審査は全て終了した。続いて議題⑵へと移りたい。  

⑵市民活動サポートセンターの活用について  

・資料３等に基づき説明  

・（主催者として）市民活動講演会について説明  

⑶市民公益活動推進基本計画の推進について  

・資料４に基づき説明  

・各委員の役割分担について事務局案の提示  

・各委員の役割分担の決定（資料４完成版のとおり）  

・各委員及び市民活動サポートセンター職員でサポートし合って  

取り組んでいかなければならない。  

・委員各位の協力をお願いする。  

⑷その他  

・他に何かあるか。  

・浮き城まつりの実行委員長を務めているが、怪我やら何やらで人

手が足りない。４，５人お手伝いいただける方がいればありがた

いので、周囲で誰かいれば、お誘いいただけると助かる。  
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小 林 O B S 

 

 

 

 

 

 

 

小 巻 O B S 

 

 

 

 

議 長  

 

 

司 会  

・最後に、オブザーバーから講評をいただきたい。  

・２団体からやる気のあるプレゼンを聴くことができ、とても参考

になった。このような事業を継続し、盛り上げていくことが重要

だと思うので、是非とも委員の皆様で成功させていただきたい。 

・外から見ると、行田は「陸王」や「足袋」「ゼリーフライ」など

地域資源の豊富なまちとして映っている。「ものつくり大学」も

また、経産省の人間からするとよく知っている大学である。  

・そうした豊富な地域資源を生かしながら、今後も市民主体で街を

盛り上げていっていただけたらよいと思う。  

・学校の課程で市民へのアンケート調査を行っているのだが、なか

なか若い世代の方から声を聴ける機会がなかった。  

・提案説明のあった「バンブー七夕フェス」に伺い、そうした方々

の声を聴くことができれば、ＷｉｎＷｉｎの関係になれると考え

ている。  

・予定していた議事は全て終了した。これにて議長の職を解かせて

いただく。  

○  閉  会  

・閉会を宣言  

 


